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学位論文内容の要旨 

 

 放射線の肝臓への影響に関して，同様に酸化ストレス因子である飲酒のそれと比較することは有

益である。他方，微量な酸化ストレスが生体へ及ぼす複雑な影響評価には，自己組織化マップ

（SOM）による曖昧表現が有効である。このため本研究では，放射線（ラドン・X線）とアルコー

ルによる肝臓への影響に関してSOMを用い比較評価した。すなわち，ラドン・X線・アルコールの

各処置によるマウスの肝機能と抗酸化機能の変化特性を分析した。その結果，5.0 g/kg体重の過剰

アルコール投与でのみ肝障害を生じたが，2.0 g/kg体重以下のアルコール投与・2000 Bq/m3以下の

ラドン24時間吸入・2.0 Gy以下のX線全身照射の影響は，いずれも曖昧であった。このため，SOM

の出力マップ上で同じ特徴を持つと予測できる同じ領域に配置されているデータを探索し，出力マ

ップで得られたマップ上の距離から詳細なクラスタリングをした。その結果，上記条件でのラドン

吸入やX線照射の影響は，0.5 g/kg体重アルコール投与のそれと同等であることがわかった。以上の

所見などから，肝臓への影響に関して上記条件での被曝量は適度な飲酒量に相当することなどが推

測できた。 

論文審査結果の要旨 

 放射線の肝臓への影響に関して、同様に酸化ストレス因子である飲酒のそれと比較するこ

とは有益である。本論文においては、放射線(ラドン・X線)とアルコールによる肝臓への影響

に関して、自己組織化マップ(SOM)を用いて比較評価した。マウスに、2.0 g/kg体重以下のア

ルコール投与、 2000 Bq/m3以下のラドン24時間吸入、2.0 Gy以下のX線全身照射を行い、肝機

能や抗酸化機能の変化特性を分析したが、これらの影響は曖昧であった。そのため、SOMの出

力マップ上で同じ特徴を持つと予測できる同じ領域に配置されているデータを探索し、出力

マップで得られたマップ上の距離からクラスタリングをした。 その結果、前述条件でのラド

ン吸入やX線照射は適度な飲酒量である0.5 g/kg体重アルコール投与と相当することがわかっ

た。本研究は、低線量放射線の生体への影響の定量化について大いに貢献する研究と評価でき

る。よって、本論文は博士（保健学）の学位に値すると認める。 


